
福岡市における 
食育推進の取組み 

福岡市保健福祉局健康増進課 

栄養指導係 青柳 



本日の内容 

• 食育とは？ 

• 福岡市の課題 

• 福岡市における食育推進の取組み 

• 給食の提供を通じた食育推進 



そもそも食育とは？ 

「食育」は、（    ）の健康の増進と豊かな人間
形成のために、食に関する知識や、食を（    ）
する力を身につけ、健全な食生活を実践できる人
間を育てることです。その中には、（    ）正しい
食生活や栄養バランスのとれた食事などを実践し
たり、食を通じた（        ）やマナー、あいさ
つなどの食に関する基礎を身につけたり、自然の 
（    ）への感謝や（    ）的な食文化などへ
の理解を深めたりすることが含まれます。 
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食育を推進するための活動は， 

• 国民，民間団体等の自発的意思を尊重し，地域
の特性に配慮し，地域住民その他の社会を構成
する多様な主体の参加と協力を得るものとする
とともに，その連携を図りつつ，あまねく全国
において展開されなければならない（食育基本
法第４条） 

地域の特性や
課題の共有 

各実施主体が，
実現可能な得意
分野を明確化 

連携・協力体制
の構築 

取組の目標や内
容を共有し，実
施，評価，改善 

地域に根ざした継
続的・効果的な取組

の推進 



市民が持つ「食育」のイメージ 

• わかりにくい，難しそう 

• 子どもには大切だが大人には関係ない 

• 大切だと思うが，何をしたらよいのかわか
らない 

• 大切だと思うが，忙しくて優先順位は低い 

• なぜ個人の「食」のことを国や市が法律や
計画をたてるのかがわからない 

 市政アンケートより抜粋 



福岡市の課題 
～第２次福岡市食育推進計画の成果指標より～ 



福岡市の特徴 

• 人口が増えている 

• 単身世帯が多い 

• 大学や専門学校が多い 

• 第3次産業事業所数の割合が高い 

• 医療機関が多い 

 
 



福岡市の課題 その１ 

• 毎日朝食を食べる人の割合（H26年度結果） 

– 幼児（３歳児）  ９５％ 

– 小学生      ９０％ 

– 中学生      ８５％ 

– 高校生      ８０％ 

– ２０歳代     ６５％ 

– ３０歳代男性   ５４％ 

幼児：3歳児健診時問診結果，小中学生：福岡市教育委員会調べ， 
高校生：市立高校調査，20歳代・30歳代：市政アンケート 



• 野菜を毎食食べる市民の割合 

福岡市の課題 その２ 
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• ３０～５０歳代男性の肥満 

福岡市の課題 その３ 

目標値：15％ 

30歳代：ヘルスアップスクール，よかドック30結果 
40歳以上：福岡市健康診査，福岡市国民健康保険健康診査結果 



その他の状況 
• 食事バランスガイド等の指標を参考に食生活を    

送っている人は低下傾向（市政アンケート結果） 

 

• 福岡市栄養成分表示の店（福岡市健康・食育サポート店
含む）事業の協力店舗数は増加（保健福祉局調べ） 

 

• 小学校給食の残滓の割合は２％以下を維持（教育委員会調べ） 

 

• 学校給食での市内産農水産物利用割合（重量ベース）は，
米は21.8%，野菜は11.7%（25年度 農林水産局調べ） 

 

• 食に対して「安心」「どちらかと言えば安心」を感じる
市民の割合は61%（26年度 市政アンケート結果） 



福岡市における食育推進の取組み 



【家庭・地域における取組事例】 

食に着目したアクティブエイジング推進事業 
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行政（区健康課・衛生課），大学，企業，ボランティア団体（食生活改善推進
員等）が連携し，高齢者のおいしく安全で健康的な食生活を支援するための取
組み 

学生，ボランティアと
一緒に料理講習会 

地域の高齢者に 
アンケートを行い，

ニーズを把握 

南区 

一皿で主菜と副菜がとれる 

電子レンジでできる 

おいしくて塩分控えめ 
南区内の大学の学生対象に 
シニアレシピコンクールを実施 
※南区HPでレシピ公開中 

ショッピングセンター
での普及 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
家庭・地域における取組として，南区で行われている「食に着目したアクティブエイジング推進事業」です。
この事業は，高齢者が健康でいきいきと活動するために，多くの人が関わりながら，
おいしさや健康面だけでなく，安全な食生活を送るための支援を目的としています。
まず，地域の高齢者を対象にアンケート調査で「どのような料理が知りたいか」などニーズの把握を行いました。
その結果，希望の多かった３つのテーマで，地域の大学生にレシピを考案していただき，
地域の高齢者，食生活改善推進員協議会など地域で活動している方，食品事業者などでレシピを選定しました。
今年度はこのレシピを，料理講習会やショッピングセンターで紹介していますが，
「学生さんが考えた」ということで興味を持たれる方もいらっしゃいます。
また，料理講習会は，学生と地域の高齢者が一緒に行ったことで，
「とてもよい交流ができた」「主婦の方の知恵が聞けた」などの声が聞けました。
今後は，料理講習会での意見などを参考にしながら，
各関係者の得意な分野を活かしながら支援をすすめていくということです。









保育所での食育活動  

【保育所における食育の推進事例】 
こども未来局 

給食の展示 
（サンプルケース） 

３歳未満児，３歳以上児， 
それぞれの給食 

（昼食・おやつ）を展示 

給食室から 
食育情報， 

給食レシピ等 
を発信 

毎月１回 
予定献立を 

保護者に配布 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【こども未来局】
　また，子どもたちは，給食により，食べ物のことを学ぶとともに，友達や先生と一緒に食べる楽しさを体験しており，給食の展示の前では，楽しそうに，保護者と給食の話をする姿が見られます。
　保護者には，給食だよりで，毎日の給食献立や，食の情報をお知らせしております。



ホームページでの情報提供 

【保育所における食育の推進事例 家庭と連携した食育推進】 

こども未来局 

誕生会献立紹介 
公立保育所の 

誕生会献立の中から 
毎月１園を紹介 

季節の食材や料理を 
取り入れている 

おすすめ献立紹介 
公立保育所の 

通常献立の中から 
昼食またはおやつを紹介 

その中から１品の 
レシピを掲載している 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【こ未来】
　従来から掲載しております，公立保育所の誕生会メニューや，おすすめメニューにつきましては，過去3年分の掲載分も見ることができるようにしております。



目標 （一部抜粋） 
小学校 １・２年生・・食べ物に興味・関心をもち，食品の名前や形がわかる。 
小学校 ３・４年生・・食べ物はその働きにより３つのグループに分けられていることがわかる。 
小学校 ５・６年生・・日常の食事に関心をもち，バランスのよい食事が大切であることがわかる。 
中学生・・・・・・・・・・一日分の献立をふまえ，簡単な日常食の調理ができる。 

【学校における食育推進①】 

体をつくるもと 
になるもの 

エネルギーの 
もとになるもの 体の調子を 

ととのえるもの 
掲示スペースの

活用 

毎日の献立 
グループ分け 

委員会活動等 
毎日の放送 

給食を活用した取組み 
教育委員会 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　学校における食育の推進について説明いたします。

　学校における食育につきまして，小学生においては望ましい食習慣や基本的な生活習慣を確立するため，中学生においては生涯にわたり健康な生活を送る力を育むために，教職員が連携しながら，給食時間や各教科など学校教育全体を通じて指導に取り組んでおります。（第２次福岡市食育推進計画P.43～44より）
　各学校において児童生徒の発達段階に応じた到達目標を設定し，食育の全体計画を立てて，計画的，継続的に指導しております。お示ししております「目標」は，児童生徒の発達段階に応じた食に関する指導の目標から一部を抜粋したものです。
　
　学校における食育については様々ありますが，本日はその中から具体的な取組を２つご紹介いたします。
　まず１点目は，給食を生かした食育の１例です。
　この写真は，ある学校の校内に設けられた食育の掲示スペースです。食べ物の働きを赤・黄・緑の３つのグループに分け，毎日の給食の献立に使用されている食材を分けて掲示しています。
　また給食時間には，栄養教諭等が作成した「今日の献立」や「ひと言メモ」などについて全校に放送しています。
　このように，児童生徒の目にふれる場所への掲示や，毎日の献立に関する校内放送の繰り返しなど，給食を通して栄養的な知識等が自然に身に付くような環境づくりを行っています。



バランスのよいこんだてを考えよう 

楽しく食事をしよう 
身近な食品でおかずを作ろう 

1食分の
献立 

主
菜 

１ 
 

 
 

副
菜 

２ 
 

 

  主食 ３  
おかずを作っている様子 

題材名 くふうしよう 楽しい食事 
～まかせてね栄養バランス弁当～  

【学校における食育推進②】 

教科学習の中での取組み 教育委員会 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　２点目は，教科学習における食育について，小学校第６学年の家庭科「くふうしよう　楽しい食事」の学習について説明いたします。

　この学習の目標は「バランスのよい献立を考えること」「身近な食品でおかずを作ること」「楽しく食事をすること」です。
　まず栄養バランスを考えた１食分の献立を立てます。１食分の望ましい栄養バランスの割合は，主食３，主菜１，副菜２となっており，弁当箱につめると，このようになります。
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【生産者と消費者との交流や農林漁業の活性化】 
              ち 

ふくおかさん家のうまかもん条例 
      

農林水産局 

    ふくおかさん家のうまかもん 
  ＝市内産の農林水産物、加工品等 
啓発活動 
生産者と市民・事業者との交流 
生産・流通の円滑化 
生産者の育成・確保 
新商品の開発への支援 
生産基盤の保全・有効活用 
行事等への優先利用 
優先利用事業者の認定 等 
 
◆市民→健康で豊かな生活の向上 
◆生産者 
  →農林水産業・製造業の健全な発展 
◆事業者 
  →飲食業・販売業の健全な発展 
◆市→観光客の増加 
  

トマト（西区元岡） 

志賀島産「金印汐わかめ」 

玄界灘でとれたタイ 

小松菜（西区元岡） 



平成26年度 食の安全安心探検隊 

目的 
・消費者が持つ食の安全に対する 
 漠然とした不安を解消する。 
・食の安全やリスクに関する情報 
 を正しく理解し，読み解く力を高める。 

実施内容 
第１回：食品の基礎知識を知る。 
第２回：スーパーの裏側を見る。 
    食品検査を体験する。 
第３回：食品検査の結果を聴く。 
    情報を読み解く。 

参加者 
・千代小学校ＰＴＡ 等（１５名） 
・事業者 
（ダイエー吉塚パピヨンプラザ店 店長） 
 

 
 
 
参加者の声 
・食に関する意識が高まった。 
・参加者の意見を聞くことで  
 色々な考え方を知ることが  
 できた。 ・・・など 
  
  
 

 
 
 
参加者の声 
・グループワークや検査体験を通し  
 て市の取り組みが良く理解できた。 
・食に関する安心度が受講前より高 
 まった。 ・・・など 
 
  
 

博多区 【安全安心な食生活 取組み事例】 
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【文科省の事業】 

スーパー食育スクール 
      

• H26年度から開始 

• 栄養教諭を中心に外部専門家等を活用しながら大
学，企業，行政機関，生産者等と連携し，児童・
生徒の食育を通じた学力向上，健康増進，地産地
消の推進，食文化理解，国際交流など，食育の多
角的効果について科学的データに基づいて検証を
行う 

 



中村学園女子中学・高等学校における
スーパー食育スクール 
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SSS推進委員会 
 福岡県農林水産部，福岡市農林水産局，生徒代表，企業代表， 
 中村学園大学学長，校長，家庭科教諭，栄養教諭，養護教諭， 
 後援会会長，福岡県私学学事振興局，福岡県教育庁教育支援部 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このSSSにおいての，関係者の図です。
大学をはじめ生産者や企業など，取組テーマに沿ってそれぞれの役割を持っています。



【SSSの取組み】 

       スクールランチ（給食） 
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スクールランチがどの
ように作られているか
を知る 

一汁三菜の 
スクールランチ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは2年前から始めた中学校でのスクールランチ＝給食の様子です。
給食指導として，食事のマナーや手洗い，給食がどのようにして作られているかなどを学び，一汁三菜の給食をいただきます。
1年生が学校内で栽培したさつま芋も提供されるそうです。



 食育月間① 

←お箸の使い方 

市内の農産物と
レシピ↓ 

野菜摂取と
減塩→ 

市役所ロビー，各区保健所等でのパネル展示 



食育月間② 
市政だよりでのPR  ボランティアによる街頭PR 

博多区版6月1日号 

南区版6月1日号 

ボランティア（福岡市食生活改
善推進員協議会）が各区で食育
月間のPR 



給食の提供を通じた食育 



食育の分野と望まれる日常の行為 

コミュニケーション， 
食の基本所作 
・食の楽しさの実感 
・正しいマナー，作法 
・食前食後の挨拶 

食に関する 
基礎の修得 

 
自然の恩恵，生産者への感謝の念 
食文化，食料事情への理解 
・地産地消 
・食材の適量購入 
・郷土料理，行事食 
 

食に関する基礎の理解 

食品の安全性，食生活・栄養のバランス， 
食生活リズム 
・科学に基づく食品の安全性に関する理解 
・日本型食生活の実践 
・規則正しい食生活リズム 
・口腔衛生 

食に関する知識と選択力の修得・ 
健全な食生活の実践 

豊かな人間形成 

心身の健康の増進 

内閣府作成「わたしたちは家庭での食育を応援します！」より抜粋 



給食の提供を通じた食育 

・根拠に基づく給与目標量を設定する 
・郷土料理，行事食などを盛り込む 
・市内，県内で生産された食材を使う 
・計画的な食材の購入を行う 
・適切な調理方法で調理する（味付け含む） 

提供する食事の準備 

・提供する食事のエネルギー量，栄養成分量の表示 
・主食，主菜，副菜，汁もの，箸の配置を整えて提供 
・お誕生日会，メッセージカードを添えるなど，食を楽しむ
ための演出 
・「いただきます」「ごちそうさま」の声かけ 
・献立表や給食だよりを利用した情報提供 
・手洗い，食中毒予防などの食の安全に関する啓発 

食事を提供するとき 
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